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研究成果の概要（和文）： 

口腔、鼻腔内より深部の気管内吸引は直接観察できる部位ではないため、技術指導に困難が

伴う。本研究ではコンピューテッドトモグラフィデータを用い、気管のバーチャル(仮想)内視

鏡画像および頚部三次元画像を構築し、任意の気管内の仮想内視鏡画像をリアルタイムに観察

でき、その位置を頚部三次元画像上に表示させるシステムを構築した。そして気管内吸引ドレ

ーン挿入時の解剖学的位置、距離的・曲率的な関係を明らかにし、科学的根拠に基づき、安全

かつ非侵襲的に看護学生が実践に近い状態で、気管内吸引技術を習得させることができる教育

システムの構築を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 
It is difficult to teach technical guidance of endotracheal suctioning for the nursing 
students. Because of trachea is the nonvisible area to observation from the mouth. So 
we developed new endotracheal visualization system to support for the education of 
technical guidance in endotracheal suctioning. In this present study, we reconstruct the 
three-dimensional image of the neck and virtual endoscopy in the trachea using the 
computed tomography data. The virtual endoscopic images can displayed in any position 
in real-time and displayed in the view point and view area on the three dimensional neck 
images.  To reveal anatomical position, distance and the curvature-distance when 
inserting the virtual suction drain in the neck, this system can display endoscopic image 
with indication of view point and view area correctly using three dimensional CT data. 
So, this system could be master the endotracheal suctioning with non-invasive safe 
technology and with based on scientific evidence. Results of a questionnaire survey, 
we got the result this novel education system was available for nursing students who were 
studied endotracheal suctioning technique with a high motivation for learning in 
practical ways. 
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研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：看護学 基礎看護学 

キーワード：看護教育学 

 

１．研究開始当初の背景 

『看護基本技術』の学習項目の中の呼吸・循

環を整える技術として吸引（口腔、鼻腔、気

管内）がある。口腔、鼻腔、気管内の吸引は

臨床現場において頻繁に行われ、また、それ

が実施されない場合、生死に関わる問題とな

っていた。 

 

２．研究の目的 

口腔、鼻腔内より深部の気管内吸引は直接

観察できる部位ではないため、技術指導に困

難が伴い、気管内が観察できた状態での指導

が望まれていた。 

そこで、安全に理解しやすい教育システムを
構築することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

コンピューテッドトモグラフィ（以下CTとす

る）データを用い、気管のバーチャル(仮想)
内視鏡画像および頚部三次元画像を構築し、
任意の気管内の仮想内視鏡画像をリアルタ
イムに観察でき、その位置を頚部三次元画
像上に表示させるシステムを構築した。調
査方法として、モデル人形を用いた気管内
吸引トレーニングを実施した後に、作成し
た仮想気管(支)鏡および頚部三次元画像を
用いた気管内吸引トレーニング教育システ
ムを用い、仮想気管(支)画像を学生に見て
もらい、また、実際に操作して、さまざま
な距離計測を行う。その後、モデル人形を
用いた気管内吸引トレーニングのみの学習、
仮想気管(支)鏡および頚部三次元画像を用
いた気管内吸引トレーニング教育システム
を併用した場合の教育効果を見るために、
アンケート調査を行い、アンケートを解析
し、どのような利点、欠点があるか、どの
ような点において、改良する必要があるか
を解析した。 

 

４．研究成果 
本研究において構築した気管内吸引トレ

ーニングシステムは仮想的に吸引ドレーン
を挿入した位置の人体の気管内仮想内視鏡
画像がリアルタイムに観察でき、自由に上下
左右に視野方向を変化させることができ、安

全かつ非侵襲的に看護学生が実践に近い状
態で、気管内を観察させることができた。ま
た、学生個人個人が自宅で学習できる気管内
吸引教育システムを構築することができた。
さらに本法は、学習に対するモチュベーショ
ンを向上させることもできた。 
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